
公共建築物における高島市内産材の利用方針 

 

 

 

 

 

 

 

■公共建築物における木材の利用促進の意義および効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■木材の利用促進のための基本的事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共建築物等における木材の

利用の促進に関する法律 

公共建築物における滋賀県産

木材の利用方針 

公共建築物における高島市内産材の利用方針 

高島市の森林の現状 

・戦後植林された人工林が、利用可能な段階を迎えている。 

・木材価格の低迷等により生産活動は停滞し、水源のかん養、山地災害の防止、

林産物の供給などの森林の多面的機能の低下が懸念される状況になっている。 

林業の振興を通じた

森林の適正な整備 

☆森林の多面的機能の持続的な発揮

☆林業の活性化 

☆地域経済の活性化 

木材の利用を促進 

・施設を利用する市民が木の良さを実感する機会 

・木材利用の拡大という直接的な効果 

・住宅等の一般建築物、工作物の資材、各種製品の原材

料としての木材利用の拡大などの波及効果 

木造化を促進する公共建築物の範囲 

建築基準法等の法令で耐火建築物や耐火構造

を求められていない低層の公共建築物 

木造化を促進する公共建築物の目標 

・可能な限り木造化・内装の木質化 

・市内産材を積極的に使用 

滋賀県 国 

公共建築物に木材が

利用されると・・・ 

 

医療施設 集会所 教育施設 社会福祉施設 

公共的な施設における市内産材利用の促進 

高島市以外の者が整備する公共的施設におい

ても、市に準じて積極的に市内産材を使用し、

木造化および木質化を促進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市内産材の適切な供給の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■普及啓発 

 

 

 

 

■市内産材の利用促進のための体制の整備 

 

 

 

 

関係者の連携 

木造建築物以外への市内産材の利用促進 

・木造化が困難と判断される建築物 

⇒内装等の木質化を促進 

・公共建築物で使用される机等の備品 

⇒市内産材を原材料として使用 

・土木工事の資材や公共施設の工作物 

⇒市内産材を利用 

・暖房器具やボイラー等 

⇒木質バイオマスを燃料とする器具を検討 

木造化等において考慮すべき事項 

・計画の段階から、建設、維持管理、

解体・廃棄等のコスト検討したう

えで利用 

・備品は、購入コスト、耐久性等と

市内産材の利用促進の意義を鑑

み、総合的に判断 

製材部門 

・施設の充実や乾燥および製材技

術の習得など、製材品の品質向

上に必要となる取組みを促進 

木材利用部門 

・木造・木質化のための設計や施工の事例や技

術情報の普及啓発 

・ニーズに応じた備品の供給となるよう需要把

握や製品開発を支援 

素材生産部門（林業従事者） 

・生産性の向上、ニーズに応じた供給の取組み 

・多面的機能の発揮と安定的な供給が調和した

森林資源の持続的かつ循環的な利用を促進 

・合法性が証明された木材の供給体制の整備 

木材流通部門 

・需給調整や効率的な集出荷を

行う流通調整機関、貯木場な

どの流通拠点の整備を支援 

木造化および木質化した施設の管理者は、来訪者に木の温もりや

香りなど木の良さ等の普及啓発に努める。 

高島市の各部局間の円滑な連絡調整、

公共建築物における市内産材の利用

の促進に向けた検討 

高島市市内産材利用推進連絡会議 

県・国との連携 


